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V119a 宇宙マイクロ波背景放射偏光観測実験POLARBEAR-2計画の概要と現状
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POLARBEAR-2は宇宙マイクロ波背景放射における偏光成分の精密測定を目的とした、南米チリ・アタカマ砂
漠における地上実験POLARBEARのアップグレード計画である。2012年より観測を開始している現行実験では
超伝導 TESボロメータを 1,274個を用いて 150GHz帯を観測しているのに対し、POLARBEAR-2ではその約 6
倍の 7,588個のTESボロメータを搭載するレシーバーを開発し、95 GHzと 150 GHzの二つの周波数帯を同時に
観測する予定である。さらに、その POLARBEAR-2と同じ型のレシーバーを載せた望遠鏡 3台の同時運用によ
る更なる統計感度の向上、観測周波数帯の追加を目指したアップグレード計画 (Simons Array)も進行中である。
それらのアップグレードにより、宇宙の大規模構造による重力レンズ効果や宇宙初期の原始重力波などによって
作られたとされる渦巻状の偏光パターン (Bモード偏光) をこれまでと比べて飛躍的に高い精度で測定する。この
計画を実現するために、現在、望遠鏡の建設、新型レシーバー、検出器、検出器読み出し系の開発などが進行し
ている。本発表では、POLARBEAR-2/Simons Array計画の概要を紹介し、特に日本の共同研究者を中心に進め
られている新型レシーバーの開発等を中心とした現在のプロジェクトの現状について報告する。


